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2   開催の意図 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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3   生活支援ロボティクス 「̶注目科学技術領域の発展シナリオ調査」５）からの講演̶蘆蘆蘆
科 学 技 術 動 向　2006年 1月号
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4   学際的発展分野からの講演蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
科 学 技 術 動 向　2006年 1月号
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認知と情動の神経基盤の解明の将来イメージ 
動物モデルを用いた研究 
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02）  概要を科学技術動向 2005 年 11
月号に掲載
03） 概要を科学技術動向 2005 年 10
月号に掲載
04）  調査概要を科学技術動向 2005 年
７月号に掲載
05）  「注目科学技術領域の発展シナリ
オ調査」報告書、NISTEP REPORT 
No.96
材料・製造技術ユニット
奥和田　久美
科学技術動向研究センター
http://www.nistep.go.jp/index-j.html
蘋
民間企業のエンジニアを経て2002年か
ら現職。ナノテク・材料・製造技術分野を
担当。2003～ 04年度は「科学技術の
中長期発展に係る俯瞰的予測調査」「基本
計画の達成効果の評価のための調査」にも
注力。工学博士。
執　筆　者
